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　16 件の文献の発表年は、2003 年から 1年に 1～ 2件
ずつ発表されているが、2008・2009 年及び 2011 年は 0
件と発表年による特徴はなかった。
　研究目的には特徴があり、看護師間の相互作用その
ものに焦点をあてた研究 5 件（文献番号 1 ～ 5）と、
別の目的で研究した結果として看護師間の相互作用が




























































































とを目的としたもの 5 件（文献番号 6 ～ 10）とそれ以

























































No. 研究対象者 研究方法 相互作用の視点と範囲
4  プリセプターと
 プリセプティ
 インタビュー法    【プリセプター ⇔ プリセプティ】
1  新人看護師  インタビュー法
2  新人看護師  参与観察法と
 インタビュー法
6  新人看護師  参与観察法
7  プリセプター  参与観察法  【プリセプター ⇔ 】新人看護師
8  先輩看護師  参与観察法    【先輩看護師 ⇔ 】新人看護師
9
10










   【新人看護師 ⇔ 】先輩看護師
   【リーダー看護師 ⇔ 】メンバー看護師
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